
 

４．調査結果 
4.1 地形・地質概要 

4.1.1 地形概要 

 調査地は、東京都江東区豊洲六丁目地内に位置する。当該地は、隅田川（旧荒川）河口

に形成された水中三角州の一部を浚渫・埋め立てた地区にあたる東京港内の埋立地である。 

 調査地は、豊洲六丁目の 5 街区から 6 街区、7 街区に該当し、現地調査の時点では造成

による盛土等の改変が各街区において進行中で、比高10mに達する高低差が生じている部

分もあり、埋立地といえども起伏に富む地形を呈している。 

 調査時の各街区の地形は、5街区では、その大部分が既にほぼ平坦な造成面（A.P.+6.5m）

となっているが、西端部付近に盛土による高低差が生じている。また、6 街区は、調査時

点では旧埋立地の地形改変がほとんど進んでいない地区となっているが、7 街区は盛土に

よる改変が進んでおり、A.P.+15m位の盛土が施された地点も存在する。 

 東京港の埋立地は、江戸時代初期より始まるとされ、調査地北東方の豊洲一丁目～五丁

目の埋立地の大部分は、大正期から昭和初期の埋立てで形成され、調査地の位置する豊洲

六丁目付近一帯は、戦後の埋立て事業により造成されたものである(図4.1.1)。 

 なお、調査地付近の埋立てには、埠頭整備等によって発生する浚渫土が利用されたとさ

れており、埋立てに用いられた材料は、砂質土と粘性土の双方で、それらが不規則に分布

するとされている（図4.1.2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.1.1 

東京港の埋立地造成の経緯図 

（東京都港湾局「新版 東京     

港地盤図」） 
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図4.1.2 

東京港の埋立地盤の材料構成 

（東京都港湾局「新版 東京     

港地盤図」） 
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4.1.2 地質概要 

 調査地の位置する豊洲六丁目地区は、地形概要に記したように戦後に作られた埋立地で

あり、表層は埋土や盛土からなる人工地盤で形成されている。 

調査地の埋立地の表層の地盤は、前項で述べたように、砂質土と粘性土からなる浚渫土

で構成された埋土の上を建設発生土等の土砂で盛り立ている。 

なお、浚渫土とその上位に盛土された土との判別は困難な部分もあるが、今回の調査で

は、可能なかぎり浚渫に伴って形成されたと判断される砂質土や粘性土と、それを覆って

分布する建設発生土や新規の造成による土砂を区分して扱った。 

 この浚渫土の下位には軟弱な沖積層が分布し、さらに下位には締まった砂質土や砂礫か

らなるいわゆる洪積層が分布している。この洪積層の下位にはシルト岩（固結シルト）よ

りなる上総層群が沖積層、洪積層の基盤として分布している。調査地を含む東京港周辺に

分布するこれらの沖積層～上総層群は、第四紀（約200万年前以降）に形成された地層で

ある。 

 浚渫土と沖積層の境界は全般に不明瞭であるが、浚渫された砂質土中には貝殻片が密集

している特徴があり、含水量が多く、極めて緩い砂からなる場合が多い。浚渫によると判

断される粘性土は、比較的均質で地山の沖積層の粘性土との判別が困難であるが、上記の

 18



 

特徴を持つ浚渫の砂と互層状を呈する場合が多く、臭気（ヘドロ臭）がある場合が多い。 

 浚渫土やコンクリートガラや礫を含む建設残土主体の盛土・埋土は、調査地の5街区、6

街区、7 街区の全ての地区（街区）の表層を覆って分布するが、その分布深さは、最深の

箇所でA.P.-5m付近にまで達していると推定される。 

 これらの盛土・埋土下には、沖積層が分布する。 

 沖積層は、主に軟弱な粘性土からなり、緩い砂質土を層上部や中部、下部に挟んでいる。 

 調査地に分布する沖積層は、東京周辺では「有楽町層」とよばれている地層に相当する。 

 沖積層は、約2万年前の第四紀の最終氷期（ウルム氷期）以降に海水準が上昇する過程

で形成された地層であり、東京周辺では、下部の「七号地層」と上部の有楽町層に区分さ

れてきた。 

 七号地層は、「埋没谷」内に堆積した淡水成～汽水成の地層である。この「埋没谷」に

は、谷底部に堆積した河川成の砂礫層に始まり、この七号地層の堆積物が形成され、引き

続く海水準の上昇とともに内湾性などの海成堆積物である有楽町が埋積し、最上部に三角

州性～河川成の有楽町層の上部の堆積物が分布している。 

 調査地周辺では豊洲の東方に「古東京川谷」と呼ばれる70m近い厚さの沖積層が分布す

る埋没谷が存在し、西方には「古神田川谷」と呼ばれている埋没谷に同様に厚い沖積層が

埋積した（図4.1.3、図4.1.4）。 

 豊洲地区は、これらの埋没谷に挟まれて、概ね浅く洪積層が分布する地域＝埋没台地と

なっており、特に5街区ではA.P.-5m～6m付近から洪積層が出現している。 

但し、調査地の6街区では、南西方から侵入した神田谷の枝谷が縦断して北東方向へ向

かって伸びており、この枝谷（豊洲谷）内にはA.P.-30m付近まで軟弱な沖積層が分布して

いる（図 4.1.7）。また、7 街区は埋没台地と埋没谷の間の斜面域にあたるが、A.P.-20m

前後に比較的一定の標高を示す緩斜面域（埋没段丘）が存在し、薄い砂礫層を伴っている。 

したがって、調査地は、地盤上部を構成する沖積層の厚さが各街区で変化している特徴

があり、①5街区は沖積層が薄く、浅く洪積層が出現する埋没台地上、②6街区は沖積層が

厚く分布する埋没谷上、③7 街区は、埋没台地と埋没谷の中間部の斜面～緩斜面（埋没段

丘）上にそれぞれ位置している。 

なお、上述の七号地層は、調査地付近の古東京谷や古神田川谷などの埋没谷内では

A.P.-40m付近にその上位に分布する有楽町層との境界があるとされており、今回の調査地

である豊洲地区では分布していない。 

 沖積層の下位に分布する洪積層は、江戸川層とよばれており、締まった砂質土を主体と

し、砂礫層や硬い粘性土層を挟む地層からなる（図4.1.5、図4.1.6）。 

 江戸川層の下位には、上総層群と呼ばれる固結シルト（シルト岩）を主とする地層が分

布する。今回の6街区のボーリング調査で上総層群がA.P.-35m以深に分布していることを

確認している。上総層群の出現深度は、既往の調査データによれば、南東方向へ深くなっ

ていることが想定されている。 
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図4.1.3 東京港の埋没地形・コンター図（東京都港湾局「新版 東京港地盤図」） 

 

 

 

 20



 

 

図4.1.4 東京港の埋没地形・地形面区分（東京都港湾局「新版 東京港地盤図」） 
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図4.1.5 東京港の代表地の地盤構成（東京都港湾局「新版 東京港地盤図」） 

赤枠内が調査地の主な地盤構成 

 

図4.1.6 調査地付近を通る模式地質断面（東京都港湾局「新版 東京港地盤図」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤枠内が調査地付近の模式地質断面 
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図4.1.7 沖積層等深線図（東京都港湾局「新版 東京港地盤図」） 

赤枠内が豊洲地区 
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4.2 ボーリング結果 

調査地では、5街区で2箇所（No.7、No.8）、6街区では3箇所（No.1、No.2、No.3）、

7街区では3箇所（No.4、No.5、No.6）の計8箇所でボーリング調査を実施した。 

各ボーリング結果の詳細は、巻末のボーリング柱状図に示したとおりである。 

また、調査地の地層分布を巻末付図の地質推定断面図に示し、その一部を図 4.2.1～図

4.2.4に示した。 

調査地の地層区分は表4.2.1に示すとおりである。 

地層区分や地層名称については、これまでの各既往報告書では、統一がなされていない

が、今回は平成13年度刊行の「新版 東京港地盤図（東京都港湾局」に基づいて豊洲地区

の地層区分の見直しをおこなった（図4.1.5）。 

調査地の地質構成は、基盤として上総層群の固結シルト（シルト岩）が分布し、それを

不整合に覆って洪積層、沖積層が堆積している。また、表層部には、浚渫土からなる埋土

と建設発生土等からなる盛土が分布している。 

地質概要の項で述べたように、沖積層下の埋没地形が各街区で概ね次のように異なって

いるので、以下、街区ごとにボーリング結果と地層区分について述べる。 

①5街区：沖積層が薄く、浅く洪積層が出現する埋没台地上 

②6街区：沖積層が厚く分布する埋没谷上 

③7街区：埋没台地と埋没谷の中間部の斜面～緩斜面（埋没段丘）上 

 

4.2.1 5街区の地質 

5 街区の地質の特徴は、浅く洪積層が出現する点である（図4.2.3）。 

今回のボーリング No.7 と No.8 の結果によれば、A.P.-9m～6m 付近に沖積層の有楽町層

と洪積層の江戸川層の境界が存在する。 

5街区の地下に分布する江戸川層は、砂質土（Es）主体でA.P.-14m～-22m付近に硬質な

粘性土層（Ec）を挟んでいる。沖積層直下の部分の細砂は、Ｎ値がやや低く10前後の値を

示す細砂よりなるが、下方へＮ値は増加しており、多くは20～50以上を示すようになる。

A.P.-14m～-22m付近に挟む粘性土は、一部固結状を呈する硬質のシルト層で砂分をしばし

ば混入し、履く層状に細砂を挟む部分も多い。 

この粘性土層下に分布する江戸川層の砂層は、非常に密に締まった細砂、中砂からなり、

Ｎ値は概ね50以上を示している。 

沖積層（有楽町層）は、Ｎ値0～2の軟弱なシルト（Yc）主体の地層からなり、最下部の

洪積層との境界付近にＮ値 3～8 の緩い砂質土（Ys）を伴っている。沖積層は全体で 7m～

11m弱の厚さを示し、シルト層はそのうち約5m～7mを占めている。 

盛土・埋土は、5街区では、深さ5ｍ付近まで分布している。下部の2ｍ弱は浚渫による

砂と判断される貝殻片を多量に含む細砂（Hs）からなる。この細砂は含水量が非常に多く、

緩い。 

盛土・埋土中の深さ 3ｍ付近には鉄筋入りのコンクリート残置基礎をよびその破片等が

見られた。盛土・埋土の上部は不均質な礫混じり土砂（Hg）からなり、コンクリート片や

レンガ片などを混入する粘性土やローム質土が主体の土である。 
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表4.2.1 調査地の地層構成 
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図4.2.1 調査地の地質断面図
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図4.2.2 6街区の地質断面図

図4.2.3 7街区の地質断面図
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図4.2.4 5街区の地質断面図



 

4.2.2 6街区の地質 

 6 街区は、埋没谷上に位置し、他の街区にくらべ軟弱な沖積層が厚い特徴がある（図

4.2.2）。 

 No.1、No.2、No.3の 3地点のボーリング結果によれば、A.P.-29m～-33m付近（深さ35m

～37m）に沖積層と下位の洪積層・江戸川層の境界がある。 

 沖積層の上位には、浚渫土と建設発生土等からなる盛土・埋土が9m～11mの厚さで分布

する。 

 盛土・埋土の上部3m～5mは、コンクリート片やレンガ片、φ300mm以上玉石などを混入

する不均質な土砂（Hg）からなる。一部、鉄筋入りコンクリートやごみの混入が見られる。 

盛土・埋土の下部は、浚渫により埋立てられた砂質土（Hs）や粘性土（Hc）が 5m～6m

の厚さで分布する。含水量の多い非常に緩い砂質土または非常にやわらかい粘性土からな

る。砂質土中には多量に貝殻片を混入している。 

 沖積層・有楽町層は、Ｎ値0～2くらいの非常にやわらかい均質なシルト（Yc）が主体で

上部と中部に薄い細砂層（Ys）を挟んでいる。シルト層の最下部2～3mは腐植を混入し、

全体にやや有機質なシルトとなっている。No.1 地点と No.3 地点の沖積層の基底部には、

φ2mm～30mmくらいの亜円礫よりなる厚さ2m弱の砂礫層（Yg）が分布している。この礫層

の含水量は非常に多く、やや緩い（Ｎ値20～38）。 

 この沖積層の基底に分布する砂礫層は、ほぼ一定の標高A.P.-30m～-33mに分布しており、

いわゆる埋没段丘礫層（Btg）の可能性もあるが、その上位にローム質土が分布するなどの

特徴が認められないため、今回の調査では沖積層・有楽町層の基底礫として取り扱う。 

 なお、No.1地点で確認した沖積層・有楽町層の上部に挟まれる砂層Ys（A.P.-6.5m～-9m

間に分布）は、No.2 地点や No.3 地点では薄層状の細砂や貝殻片を伴って不規則に砂分を

含む砂質シルトのゾーン（Ysc）に移りかわっている。この砂質シルト層は、部分的に砂分

が多く、シルト質砂状を呈している。また、No.3 地点では A.P.-20m 付近に薄い砂層を挟

んでいる。 

 沖積層の下位に分布する洪積層・江戸川層は、6 街区では主に密に締まった砂（Es）と

砂礫（Eg）よりなり、薄い固結状のシルト層（Ec）を伴っている。砂層は粒径不均一で小

礫をしばしば混入し、粗砂分を多く含んでおり、6 街区の沖積層下の江戸川層は全般に粗

粒な堆積物となっている。砂礫層は厚さ2.5m～4m弱で、φ2mm～50mmくらいの円礫、亜円

礫よりなり、密に締まっている（Ｎ値50以上）。チャートや砂岩などの硬質な礫を多く含

む。 

 江戸川層の下位には No.1 地点と No.3 地点で上総層群の固結シルト（シルト岩）K を確

認した。上総層群の固結シルトはほぼ均質で一様な層相を示し、Ｎ値は50以上を示す。 

なお、上総層群は、既往データによれば、より西方の護岸側で浅く出現することがわか

っている。 

 

 

4.2.3 7街区の地質 

 7街区は、5街区の沖積層下の埋没台地から6街区の埋没谷底へ移りかわる部分にあたり、

沖積層の厚さが変化している特徴がある。また、単に傾斜した斜面状の沖積層-洪積層の境
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界となっているのではなく、A.P.-20ｍ付近に段丘状の平坦面～緩斜面が存在することが想

定される。今回の7街区のボーリング調査では、No.6地点が埋没台地の台地縁辺部付近に

あたり、No.5地点付近が埋没段丘、No.4地点が埋没谷底の縁辺部付近に位置することが推

定される（図4.2.3参照）。 

 また、7 街区の特徴として、多くの地点で盛土が施されていて、調査時点でかなり起伏

のある地形を呈しており、ボーリングNo.4地点は、約A.P.+16mに達する高盛土となって

いる。 

 このように7街区は、地表の地形も沖積層下の埋没地形もやや複雑となっている点が特

徴的である。 

 7 街区の地盤の最上部を構成する盛土・埋土は、上述のように、造成等により厚さが場

所により異なっているが、No.5地点とNo.6地点はほぼ同様な造成面であり、A.P.+8m前後

の高さとなっている。 

盛土・埋土の最上部を構成する盛土材（Hg）は、礫質土や不均質な礫混じり土砂で構成

されている。No.4地点の高盛土部の主な土質構成は大きく4区分でき、最上部の厚さ3ｍ

が砂礫、その下位、順に、厚さ4ｍの礫混じり粘性土、厚さ3.5ｍの礫混じり砂、厚さ5ｍ

の礫混じりローム質土で構成されている。なお、No.5地点では一部山砂を伴うガラ・礫混

じり砂質土、No.6地点では、ガラ・礫混じりの砂質粘性土を主とし、下部にコンクリート

片やワイヤー、木（丸太）を含む部分がある。 

 これらの盛土材等の下位に浚渫土によって埋立てられたと想定される、砂質土（Hs）や

粘性土（Hc）が 2.6m～5.5mの厚さで分布している。浚渫土の砂質土は、貝殻片を多量に含

み、含水量が多くて緩く、粘性土は、非常にやわらかく、砂分を不均質に含む土性を示し

ている。No.5地点やNo.6地点は砂質土主体であるが、No.4地点は、不均質な砂質シルト

を主とし、貝殻片を多量に含む砂質土を伴っている。 

 この盛土・埋土と下位の沖積層の境界は、No.4地点でA.P.-5m付近、No.5地点でA.P.-4m

付近、No.6地点でA.P.±0m付近に位置している。 

 沖積層・有楽町層は、主にシルト主体の粘性土（Yc）で構成されている。粘性土のＮ値

は0～5を示し、大部分はＮ値0～1と非常にやわらかい。Ｎ値のやや高い部分は、A.P.-6.5m

～-10m 付近の砂分を多く含む部分と No.4 地点の沖積層最下部付近の有機質なシルトの部

分である。A.P.-6.5m～-10m付近の砂分を多く含む部分（Ysc）は、6街区でもほぼ同様な

レベルに砂質な部分が確認されている。 

 No.4地点の沖積層基底には、厚さ約1mの薄い砂礫層を伴っている。この砂礫層はφ2mm

～30mmくらいの円礫からなり、含水量が多い。この砂礫層を6街区と同様に沖積層の最下

部の地層（Yg）とすれば、下位の洪積層・江戸川層との境界は、ほぼA.P.-28mである。 

 No.5地点では、沖積層と洪積層・江戸川層の境界部付近（A.P.-20m前後）にローム質な

有機質シルトと極薄い砂礫層が分布している。護岸部の調査など既往のボーリングデータ

においても同様なレベルに層相の類似した粘性土や砂礫層が確認されていることを考慮す

ると、この粘性土と砂礫は、一定の平坦面を形成して堆積した地層（埋没段丘礫層Btgや

その被覆層 Btc）として取り扱うことが妥当と判断される。したがって、今回は粘性土層

と砂礫層を埋没段丘堆積層として区分した。 

 No.6地点では、沖積層と洪積層の江戸川層の境界は、A.P.-18m 付近にあり、沖積層の江
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戸川層直上の部分は極めて砂分が多く、砂質シルト～シルト質細砂状（Ys）となっている。 

 沖積層の下位に分布する洪積層は、上述のようにNo.5地点では埋没段丘堆積層であるが、

その下位やNo.4地点、No.6地点の沖積層下の地層は江戸川層である。 

 今回確認した7街区に分布する江戸川層は、砂質土（Es）主体で、粘性土層（Ec）を挟

んでいる。なお、既往のボーリングデータでは、A.P.-35m～-40m以深に密に締まった砂礫

層（Eg）が確認されている。 

 No.5地点やNo.6地点に分布する江戸川層の砂質土層（Es）は、5街区の江戸川層と同様

に沖積層直下数 m の部分は、Ｎ値 13～20 前後と低い値を示している。No.4 地点に関して

は沖積層直下の江戸川層の砂質土層は、Ｎ値50以上が連続し、非常に密に締まった状態を

示している。 

 7街区に分布する江戸川層中には所々硬い粘性土層（Ec）を挟んでおり、No.6地点では

厚さ約4mのシルト層（Ｎ値39～45）がA.P.-14m～-18m間に分布している。このシルト層

はしばしば固結状を呈している。このシルト層は、5 街区で同様なレベルに確認されたシ

ルト層に連続する。 

 

4.2.4 地下水位 

 今回の各ボーリング孔で確認した孔内水位は表4.2.2のとおりである。 

 

表4.2.2 ボーリング孔内で確認した水位一覧表 

街区 孔番号 測定日時
孔口標高
A.P.(m)

孔内水位
GL-(ｍ）

孔内水位
A.P.(m)

備　考

7月10日 3.99 0.96 3.03 泥水位

7月18日 5.93 3.48 2.45 泥水位

7月15日 4.44 1.55 2.89 泥水位

7月11日 15.82 2.58 13.24 泥水位

7月11日 7.81 2.95 4.86 泥水位

7月15日 8.17 4.9 3.27 泥水位

7月10日 6.85 2.35 4.50 泥水位

7月13日 6.53 1.3 5.23 泥水位

No.4

No.5

No.6

No.7

6街区

7街区

5街区
No.8

No.1

No.2

No.3

 

No.1～No.8まで、すべて泥水掘りを行った。また、残置基礎等の上に滞留した水（溜り

水）の影響もあったため今回の調査における地下水位の確認は難しかった。 

そのため、既存調査である新交通建設に伴う地質調査などを参考とし、地下水位は概ね

AP+2.0m と設定する。 
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4.3 標準貫入試験 

 各地点別のＮ値の状況は巻末の柱状図に示すとおりである。 

 ここでは、地層区分ごとにＮ値を集計して示す。 

 図 4.3.1に今回の調査結果のみで作成した各地層区分ごとのＮ値頻度グラフを示す。 

 図 4.3.2は、これまでの既存資料に今回の結果を加えて作成したＮ値頻度グラフである。 

 表 4.3.1は、今回のデータのみを地層別に平均値等を集計した結果表で、表4.3.2は調

査地周辺の既往データも含めて集計した結果表である。なお、沖積層・有楽町層のYsc層

は、既往データでは地層区分が明確でないため、全データの集計では、Yc層として集計し

た。また、Ｎ値の集計は、30cm 貫入に換算したＮ値を用いており、例えば、打撃回数 50

回/貫入量5cmの場合は、換算Ｎ値300としてデータを扱っている。 

 

表4.3.1 層別Ｎ値集計表（平均値、標準偏差、平均値－標準偏差/2）・今回データのみ 

 サンプル個数 最大 最小 平均 標準偏差 平均-(σ/2)

n(合計288） max min av σ
礫混じり土砂 Hg 35 1500.0 1.0 125.2 367.2 -
粘性土 Hc 9 7.5 0.6 2.9 2.1 1.9
砂質土 Hs 21 11.0 1.0 4.3 2.8 2.9
砂質土 Ys 13 8.0 0.9 4.1 2.6 2.8
砂質シルト Ysc 7 4.4 0.8 2.4 1.2 1.8
粘性土 Yc 85 5.6 0.0 1.3 1.1 0.8
砂礫 Yg 4 38.0 20.0 26.8 8.1 22.7
粘性土 Btc 6 5.0 0.9 3.8 1.6 2.9
砂礫 Btg 2 42.0 31.0 36.5 7.8 32.6
砂質土 Es 77 93.8 7.0 53.0 24.2 40.9
粘性土 Ec 15 65.2 11.0 31.4 13.1 24.9
砂礫 Eg 8 187.5 71.4 110.6 37.1 92.0
固結シルト K 6 115.4 50.0 79.6 28.2 65.5上総層群

地層名 土質

有楽町層

江戸川層

盛土・埋土

埋没段丘堆積層

沖
積
層

洪
積
層

地層記
号

 

表 4.3.2 層別Ｎ値集計表（平均値、標準偏差、平均値－標準偏差/2）・全データ 

 サンプル個数 最大 最小 平均 標準偏差 平均-(σ/2)

n(合計3625） max min av σ
礫混じり土砂 Hg 98 1500.0 0.8 125.2 370.0 -
粘性土 Hc 33 10.0 0.0 2.9 2.2 1.8
砂質土 Hs 205 19.0 0.0 4.7 3.6 2.9
砂質土 Ys 264 45.0 0.0 6.1 6.8 2.7
粘性土 Yc 774 20.0 0.0 1.6 2.0 0.6
砂礫 Yg 79 115.4 2.8 34.9 21.1 24.4
粘性土 Btc 29 8.0 0.9 3.4 1.6 2.6
砂礫 Btg 24 93.8 5.0 33.2 21.8 22.3
砂質土 Es 1508 1500.0 3.8 63.7 52.2 37.6
粘性土 Ec 270 150.0 3.0 30.9 17.4 22.2
砂礫 Eg 217 1500.0 28.0 324.5 358.0 145.4
固結シルト K 124 500.0 45.0 95.5 51.0 70.0上総層群

地層名 土質

盛土・埋土

埋没段丘堆積層

洪
積
層
江戸川層

地層記
号

沖
積
層
有楽町層

 

 なお、上記の集計表でわかるように、盛土・埋土の礫混じり土砂HgのＮ値は、礫やガラ

打ちの影響が顕著に現れているため、Ｎ値50以上のデータを除いて平均値av（平均値-σ

/2）を求めると次のようになる。 

  今回データのみ：av=8.1 (av-0.5σ=3.3)、全データ：av=7.6 (av-0.5σ=4.7) 
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Btc層のＮ値頻度分布図
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Yc層のＮ値頻度分布図(Ysc層含む)
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Hg層のＮ値頻度分布図
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Hs層のＮ値頻度分布図

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

0
≦
N
≦
5

5
＜
N
≦
1
0

1
0
＜
N
≦
1
5

1
5
＜
N
≦
2
0

2
0
＜
N
≦
2
5

2
5
＜
N
≦
3
0

3
0
＜
N
≦
3
5

3
5
＜
N
≦
4
0

4
0
＜
N
≦
4
5

4
5
＜
N
≦
5
0

5
0
＜
N
≦
5
5

5
5
＜
N
≦
6
0

6
0
＜
N
≦
6
5

6
5
＜
N
≦
7
0

7
0
＜
N
≦
7
5

7
5
＜
N
≦
8
0

8
0
＜
N
≦
8
5

8
5
＜
N
≦
9
0

9
0
＜
N
≦
9
5

9
5
＜
N
≦
1
0
0

1
0
0
＜
N
≦
1
5
0

1
5
0
＜
N
≦
3
0
0

3
0
0
＜
N

Ｎ値

個
数

今回データのみ

Ys層のＮ値頻度分布図
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4.4 ＰＳ検層 

 

 地震応答解析に用いる地盤の弾性波速度を得ることを目的として、ボーリングNo.3地点

とNo.6地点でサスペンション法によるＰＳ検層を実施した。 

 ＰＳ検層の結果は、巻末および図 4.4.1、図 4.4.2 に測定結果として波形記録、速度値

をまとめて示した。 

 結果図には、測定深度ごとの速度値より、ボーリング結果を参考にして求めた区間速度

もあわせて示した。 

 表 4.4.1にＰＳ検層で得られた区間速度の一覧表を示す。 

 

 測定結果で特徴的な点は次のとおりである。 

【No.3地点】 

 ・No.3地点では、沖積層・有楽町層の基底の砂礫層Yg以深（35ｍ以深）の地層は、Vs=300 

m/s以上のＳ波速度が測定された。 

 ・35m以深はＰ波速度も増加し、江戸川層の砂礫層Egでは Vp=2000 m/s以上の速度値が

測定された。  

【No.6地点】 

 ・No.6 地点では、洪積層・江戸川層の 20m 以深の地層が Vs=300 m/s 以上のＳ波速度を

示している。 

 ・Ｐ波速度は、下方へ漸増する傾向を示しており、江戸川層の砂質土層Esで Vp=1800 m/s

の速度値を示している。 

 

 次頁表4.4.2、表4.4.3に、No.3地点とNo.6地点のＰＳ検層で得られたＰ波速度、Ｓ波

速度と土質試験で求めた各層の湿潤密度ρt を用いて地盤のせん断弾性係数（剛性率）Ｇ

と動弾性係数（動弾性率）Ｅを算定した結果をまとめて示した。なお、土質試験を実施し

ていない土層の湿潤密度は一般値等の推定値を使用した。 

 

 なお、ポアソン比ν、せん断弾性係数Ｇ、動弾性係数Ｅは次式で求める。 

}12{(Vp/Vs)
2-Vp/Vs)(

2

2

−
=ν  

Ｇ＝ρt・Ｖs2   

 

Ｅ＝2(1+ν)･Ｇ  

 

ここで、Ｖp：Ｐ波速度 

Ｖs：Ｓ波速度 

            ρｔ：密度 
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表4.4.1 ＰＳ検層結果 区間速度一覧表 

ポアソン比 ポアソン比
Vp Vs σ Vp Vs σ

3.0 1.39 0.08 0.498
4.0 1.43 0.14 0.495 4.15 4.0 1.25 0.06 0.499
5.0 1.43 0.14 0.495 5.20 5.0 1.37 0.11 0.497

6.25 6.0 1.43 0.12 0.496 6.0 1.43 0.12 0.496
7.75 7.0 1.45 0.12 0.497 7.80 7.0 1.45 0.14 0.495

8.0 1.49 0.13 0.496 8.0 1.35 0.11 0.497
9.0 1.52 0.14 0.496 9.60 9.0 1.35 0.10 0.497

10.80 10.0 1.52 0.14 0.496 10.0 1.47 0.15 0.495
11.0 1.52 0.15 0.495 11.0 1.47 0.14 0.495
12.0 1.54 0.17 0.494 12.75 12.0 1.47 0.12 0.497

13.60 13.0 1.54 0.16 0.495 13.0 1.54 0.17 0.494
14.0 1.49 0.14 0.496 14.0 1.56 0.19 0.492
15.0 1.47 0.13 0.496 15.0 1.54 0.16 0.495
16.0 1.47 0.12 0.497 16.0 1.54 0.19 0.492
17.0 1.47 0.13 0.496 17.90 17.0 1.59 0.20 0.492
18.0 1.47 0.13 0.496 18.0 1.64 0.30 0.483
19.0 1.47 0.13 0.496 19.0 1.61 0.26 0.487
20.0 1.47 0.13 0.496 20.50 20.0 1.67 0.30 0.483
21.0 1.47 0.14 0.495 21.80 21.0 1.72 0.39 0.473
22.0 1.45 0.14 0.495 22.0 1.72 0.42 0.468

23.85 23.0 1.47 0.17 0.493 23.0 1.79 0.45 0.466
24.90 24.0 1.54 0.19 0.492 24.75 24.0 1.79 0.46 0.465

25.0 1.47 0.15 0.495 25.0 1.85 0.50 0.461
26.0 1.45 0.13 0.496 26.0 1.89 0.53 0.457
27.0 1.45 0.14 0.495 27.0 1.79 0.48 0.461
28.0 1.45 0.13 0.496 28.0 1.85 0.53 0.455
29.0 1.45 0.13 0.496 29.0 1.85 0.53 0.455
30.0 1.43 0.13 0.496 30.0 1.79 0.47 0.463
31.0 1.43 0.14 0.495 31.00 31.0 1.79 0.46 0.465
32.0 1.49 0.15 0.495

33.70 33.0 1.47 0.14 0.495
34.0 1.67 0.23 0.490

35.05 35.0 1.69 0.26 0.488
36.80 36.0 1.85 0.34 0.483

37.0 1.69 0.33 0.480
38.0 1.72 0.35 0.478
39.0 1.69 0.33 0.480
40.0 1.67 0.34 0.478
41.0 1.64 0.30 0.483

42.00 42.0 1.96 0.34 0.484
43.0 2.22 0.69 0.447
44.0 2.27 0.57 0.466

45.60 45.0 2.22 0.51 0.472
46.0 1.72 0.52 0.450

47.00 47.0 1.75 0.65 0.420

深度 区間速度（ｋm/s) 深度 区間速度（ｋm/s)
(m)

No.3地点 No.6地点

(m)
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表4.4.2 No.3地点の各層のＰ波速度、Ｓ波速度と物性値 

深さ 地層名 記号 土質名 Ｎ値 Ｐ波速度Ｓ波速度ポアソン比 せん断弾性係数 動弾性係数 密度
（剛性率） （動弾性率）

Ｖｐ Ｖｓ ν G（=ρt・Vs
2） E（=2(1+ν）G） ρt

(m) (km/s) (km/s) (MPa) (MPa) (g/cm3)

0.00～2.60 Hg ガラ玉石混じり砂礫 50以上 2.000

2.60～6.25 Hs シルト混じり細砂 4～5 1.42 0.12 0.496 23.8 71.3 1.654

6.25～7.75 Hc シルト 2 1.45 0.12 0.497 22.3 66.7 1.548

7.75～8.90 Hs 貝殻混じり細砂 - 1.51 0.14 0.496 34.0 101.7 1.735

 8.90～10.80 Yc 砂混じりシルト 1 1.51 0.14 0.496 31.4 93.8 1.600 *

10.80～13.60 Ysc 砂質シルト 1～2 1.53 0.16 0.494 40.1 120.0 1.568

13.60～15.90 砂混じりシルト 1 1.47 0.13 0.496 28.7 86.0 1.701

15.90～22.70 シルト 1 1.47 0.13 0.496 26.3 78.6 1.555

22.70～23.85 砂質シルト 1 1.47 0.13 0.496 28.7 86.0 1.700 *

23.85～24.90 Ys シルト質細砂 - 1.54 0.19 0.492 63.4 189.2 1.756

24.90～26.15 砂混じりシルト 1 1.45 0.14 0.495 31.4 93.8 1.600 *

26.15～31.95 シルト 1～2 1.45 0.14 0.495 28.3 84.6 1.444

31.95～33.70 シルト 3～4 1.45 0.14 0.495 30.0 89.9 1.533

33.70～34.00 Ys 礫混じり細砂 - 1.68 0.24 0.490 103.7 308.9 1.800 *

34.00～35.05 Yc 有機質シルト 4 1.68 0.24 0.490 86.4 257.4 1.500 *

35.05～36.80 Yg 砂礫 22～38 1.85 0.34 0.483 231.2 685.5 2.000 *

36.80～37.90 細砂 43 1.68 0.33 0.480 206.9 612.4 1.900 *

37.90～38.60 細中砂 50以上 1.68 0.33 0.480 206.9 612.4 1.900 *

38.60～41.95 細砂 38～50以上 1.68 0.33 0.480 206.9 612.4 1.900 *

41.95～45.00 Eg 砂礫 50以上 2.23 0.59 0.462 696.2 2036.2 2.000 *

45.00～47.00 上総層群 K 固結シルト 50以上 1.73 0.58 0.437 639.2 1836.5 1.900 *
*は推定値

盛土・
埋土

沖積層・
有楽町層

洪積層・
江戸川層

Yc

Yc

Es

 

表4.4.3 No.6地点の各層のＰ波速度、Ｓ波速度と物性値 
深さ 地層名 記号 土質名 Ｎ値 Ｐ波速度 Ｓ波速度 ポアソン比 せん断弾性係数 動弾性係数 密度

（剛性率） （動弾性率）

Ｖｐ Ｖｓ ν G（=ρt・Vs
2
） E（=2(1+ν）G） ρt

(m) (km/s) (km/s) (MPa) (MPa) (g/cm3)

0.00～4.15 Hg 砂質粘土 3～7 1.25 0.06 0.499 7.2 21.6 2.000 *

4.15～5.20 Hg 礫混じり砂 4～34 1.37 0.11 0.497 24.2 72.4 2.000 *

5.20～7.80 Hs 細砂 2 1.44 0.13 0.496 29.8 89.0 1.761

7.80～9.20 Yc シルト - 1.35 0.11 0.497 18.7 55.9 1.544

9.20～9.60 Ys 細砂 5 1.35 0.11 0.497 21.8 65.2 1.800 *

 9.60～12.75 シルト 0～1 1.47 0.14 0.496 33.7 100.8 1.719

12.75～14.80 砂混じりシルト 0～1 1.55 0.18 0.493 55.1 164.5 1.700 *

14.80～17.90 Ys 砂質シルト 1～3 1.55 0.18 0.493 59.1 176.6 1.825

17.90～20.50 細砂 21～33 1.64 0.29 0.484 140.8 417.8 1.674

20.50～21.80 細砂 50以上 1.72 0.39 0.473 254.6 750.0 1.674

21.80～24.75 Ec 固結シルト 39～40 1.77 0.44 0.467 350.0 1027.0 1.808

24.75～25.85 Ec 固結砂質シルト 45 1.83 0.50 0.460 450.0 1313.7 1.800 *

25.85～31.00 Es シルト混じり細砂,細砂 50以上 1.83 0.50 0.460 500.0 1459.7 2.000 *
*は推定値

盛土・
埋土

Yc

Es

沖積層・
有楽町層

洪積層・
江戸川層
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図4.4.1 No.3地点のＰＳ検層結果図 

 

 38



 

 

 

 

図4.4.2 No.6地点のＰＳ検層結果図 
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4.5 土質試験 

 土質試験は、調査地に分布する各層の物理特性、力学特性および液状化特性、動的変形

特性を把握するために実施した。 

 各試験結果の詳細は、巻末の土質試験結果一覧表および各試験データシートに示すとお

りである。 

表 4.5.1に、今回の試験結果をまとめて示す。 

以下、今回の土質試験の結果を物理特性、力学特性に整理して述べる。 

 

4.5.1 物理試験 

(1)土粒子の密度（ρs） 

土粒子の密度と標高の相関図を図4.5.1に示す。 

土粒子の密度は、ρs＝2.512～2.747 g/cm３の範囲にあり、ρs＝2.5 g/cm３台の若干低

い値を示す部分もあるが、ほぼ一般的な無機質土の値の範囲にある。 

沖積層・有楽町層の粘性土層Ycの土粒子の密度は、A.P.-15m付近で上部と下部で異なっ

ている特徴がある。上部はρs＝2.6 g/cm３台の後半、下部はρs＝2.6 g/cm３前後から 2.5 

g/cm３台の値を示している。 

 

(2)自然含水比（Ｗn） 

自然含水比と標高の相関図を図4.5.2に示す。 

自然含水比は、地層区分に関わりなく砂質土は概ね40％以下、粘性土は40％以上を示し

ている。40％台の値を示す粘性土は、砂分を多く含んであり、細粒分主体の粘性土は概ね

60％以上の値を示している。 

地層別では、次のような特徴的な点がある。 

・盛土・埋土のHc層の自然含水比は、バラツキがあるものの、70％以上の高い値を示す

部分がある。 

・沖積層・有楽町層の粘性土層Ycの自然含水比は、A.P.-15m付近を境に変化しており、

それより上部は40％～80％の範囲、下部は90％以上で100％を越える部分もある。 

 

(3)液性限界（ｗL）・塑性限界（ｗP）・塑性指数（ＩP） 

 液性限界、塑性限界、塑性指数と標高の相関図を図4.5.2に示す。 

Yc層は、自然含水比と同様に液性限界と塑性限界についても、A.P.-15m付近を境に上部

と下部で変化している。A.P.-15mより上部は、液性限界ｗLは、概ね 40％～80％の範囲、

塑性限界ｗPは、20％～40％の範囲にあり、A.P.-15mより下部は、液性限界ｗLは、100％以

上、塑性限界ｗPは、55％～65％の範囲といずれも下部層は上部層より高い値を示している。 

塑性指数ＩPについては、細粒分を 35％以上含む土でＩP≦15％かどうかが液状化検討対

象の土の目安の一つとされている指針がある（道路橋示方書耐震設計編）。今回のデータ

では江戸川層の硬質な粘性土を除くと、A.P.-10m以浅の地層に部分的に該当する部分が存

在する（表4.5.1中のP1-3,S2-1,P3-4,S6-3,P6-4,S7-2,P8-3）。 
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図4.5.1 土粒子の密度と標高の相関 

 41



 

 42

 

 

図4.5.2　自然含水比、液性限界、塑性限界、塑性指数と標高の相関
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(4)湿潤密度（ρt） 

湿潤密度と標高の相関図を図4.5.3に示す。 

 湿潤密度は、A.P.-15m以浅の各層についてはデータのバラツキが見られるが、それ以深

のYc層についてはA.P.-30m付近の最下部の値を除けば 1.41g/cm3 ～1.47 g/cm3くらいの範

囲にデータが分布していて、バラツキが少ない。 

なお、A.P.-10m付近より浅い部分のYc層上部の湿潤密度は、バラツキが認められるもの

の、1.7g/cm３を越える値を示す部分が多い特徴がある。この部分は必ずしも砂分を多く含

むわけではない。 

 

 (5)粒度特性 

 図 4.5.4に地層ごとにまとめた粒径加積曲線を示す。図4.5.6には細粒分含有率(シルト

分＋粘土分)と標高の関係を示す。なお、層別粒径加積曲線には「埋立地の液状化対策ハン

ドブック」に示された液状化の可能性のある粒径範囲をあわせて示した。 

 粒径加積曲線によれば、砂質土層（Hs,Ys,Es）と粘性土層（Hc,Yc）では明瞭に曲線の形

状が異なっていが、砂質土層の Hs 層と Ys 層、Es 層のそれぞれの違いや粘性土層の Hc 層

と Yc層の違いは明瞭ではない。沖積層の砂質シルト層Yscについては、サンプル数が少な

いが、砂分の多い曲線や細粒分の多い曲線が混在しており、この層の土性の特徴を表して

いる。 

 図 4.5.6に示した細粒分含有率の標高分布によれば、A.P.-15m以浅に分布する砂質土層

や粘性土層は、ともにバラツキが大きいことが示されている。また、盛土・埋土のHs層は、

全体としてはバラツキは顕著であるが、沖積層のYs層より細粒分の含有が少ない（30％以

下）のものが多く、Ys層は細粒分を30％以上含むものが大部分を占めることがわかる。こ

れはHs層の砂が浚渫～埋土の過程で分級が進んだことが原因と推定される。 

 なお、粒径分布による液状化の可能性については、別途解析編で検討するが、Hs層、Ys

層、Ysc層の一部、Es層が液状化の可能性のある粒径範囲に入っている。 

 

(6)砂の最小密度・最大密度 

 砂の相対密度Ｄrを求めるためには砂の最小密度、最大密度を求める必要がある。 

 今回、砂の繰返し非排水三軸試験を実施した箇所を中心に砂の最小密度、最大密度を求

めた。表4.5.2にその結果をまとめて示す。表中には、採取試料の乾燥密度（間隙比）が

明らかになっている箇所について相対密度の値を算定して記載した。 

 なお、砂の最小密度・最大密度から砂の相対密度Ｄrを求める式は次のとおりである。 

 

min)max(
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料の乾燥密度最小密度試験による試　　　　　　

料の乾燥密度最大密度試験による試　　　　　　

　　　：試料の乾燥密度　　　　　

る試料の間隙比　：最大密度試験によ　　　　　

る試料の間隙比　：最小密度試験によ　　　　　

　　　：試料の間隙比ここに、　

:min
:max

min
max

d
d
d

e
e
e

ρ
ρ
ρ

 

 

 

 

 

 

 

 

表4.5.2 砂の最小密度・最大密度試験結果および相対密度 

試料 採取標高 記号 N値 Fc 乾燥密度 相対密度
液状化
強度比

番号 中央(A.P.m) (％) ρdmin(g/cm3) ρdmax(g/cm3) ρd(g/cm
3
) Ｄr

P2-2 7.15 ～ 7.45 -1.37 Hs 4 23.0 1.062 1.441

S3-1 4.00 ～ 5.00 -0.06 Hs 41.3 0.915 1.284 1.172 76.303 0.312

S3-3 8.00 ～ 9.00 -4.06 Hs 39.7 0.991 1.400 1.242 69.176 0.330

P4-3 20.15 ～ 20.48 -4.50 Hs 12 20.8 1.108 1.515

P5-3 7.15 ～ 7.45 0.51 Hs 4 56.0 1.165 1.582

S6-1 6.00 ～ 6.80 1.77 Hs 28.5 1.211 1.619 1.463 68.351 0.232

P7-1 3.65 ～ 3.95 3.05 Hs 5 11.4 1.161 1.580

P8-1 4.15 ～ 4.50 2.21 Hs 6 19.7 1.103 1.486

P1-5 11.15 ～ 11.50 -7.34 Ys 1 40.2 0.919 1.292

P7-4 13.15 ～ 13.45 -6.45 Ys 6 53.1 0.860 1.185

P8-4 11.15 ～ 11.45 -4.77 Ys 8 26.4 1.010 1.402

S6-5 18.50 ～ 19.45 -10.81 Es 17.3 0.972 1.316 1.232 80.735

P7-7 16.15 ～ 16.45 -9.45 Es 8 29.8 1.043 1.412

P8-7 14.15 ～ 14.45 -7.77 Es 16 42.0 0.872 1.192

試料採取深さ 砂の最小最大密度

GL-(m)

 

 調査地のHs層やYs層、Es層の各砂質土層の最小密度・最大密度は、地点や深さにより

値のバラツキが大きい結果を示している。 

調査地に分布するこれら各層は、全般に細粒分を含むため、細粒分の含有率によっても

最小密度・最大密度が変化しているものと判断される。  

 地層ごとの特徴は、ばらつきのため明瞭ではないが、Hs層の最大密度は、他の土層より

全般に大きな値を示している。 

また、浚渫土に由来するHs層の相対密度Ｄrは、68％～76％を示しているが、洪積地盤

のEs層は、Ｄr=80％を越えた値となっている。 
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図4.5.3 湿潤密度と標高の相関 

 

 

 45



 

 46

 

図4.5.4　層別粒径加積曲線

液状化の可能性を示す範囲は「埋立地の液状化ハ
ンドブック」より引用（均等係数Ｕｃ≧3.5の場
合）
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表 4.5.1 土質試験結果一覧表 
番号 試料 採取深さ 標高 N値 地  層  名 記号 礫  分 砂  分 ｼﾙﾄ分 粘土分 Fc D50 D20 湿潤密度 乾燥密度 土粒子の密度 自然含水比 液性限界 塑性限界 塑性指数 圧縮指数 圧密降伏応力

番号 中央(ｍ) A.P.(m) (％) (％) (％) (％) (％) (mm) (mm) ρt(g/cm3)  ρd(g/cm3) ρs(g/cm3) Wn(%) (%) (%) (%) 平均 Cc Pc(kN/m
2
) ρdmin(g/cm3) ρdmax(g/cm3)

014 S3-1 4.00 ～ 5.00 4.50 -0.06 埋土・砂質土 Hs 0.1 58.6 27.4 13.9 41.3 0.0967 0.0138 1.654 1.172 2.684 42.5 0.915 1.284

016 S3-3 8.00 ～ 9.00 8.50 -4.06 埋土・砂質土 Hs 1.1 59.2 23.8 15.9 39.7 0.112 0.00924 1.735 1.242 2.691 39.8 0.991 1.400

032 S6-1 6.00 ～ 6.80 6.40 1.77 埋土・砂質土 Hs 5.1 66.4 16.2 12.3 28.5 0.151 0.0253 1.761 1.463 2.713 20.8 1.211 1.619

043 P1-2 6.15 ～ 6.45 6.30 -2.31 4 埋土・砂質土 Hs 0.0 17.5 62.6 19.9 82.5 0.0377 0.00515 2.663 45.8

044 P1-3 7.15 ～ 7.50 7.33 -3.34 1.7 埋土・砂質土 Hs 0.4 19.8 45.6 34.2 79.8 0.0216 2.644 56.5 47.4 32.2 15.2

045 P1-4 8.15 ～ 8.50 8.33 -4.34 1.7 埋土・砂質土 Hs 3.8 33.9 37.3 25.0 62.3 0.0322 0.00236 2.649 40.8

048 P2-1 6.15 ～ 6.45 6.30 -0.37 8 埋土・砂質土 Hs 5.4 70.7 14.1 9.8 23.9 0.166 0.0297 2.702 26.7

049 P2-2 7.15 ～ 7.45 7.30 -1.37 4 埋土・砂質土 Hs 30.1 46.9 14.9 8.1 23.0 0.259 0.0603 2.695 31.0 1.062 1.441

050 P2-3 8.15 ～ 8.47 8.31 -2.38 3.8 埋土・砂質土 Hs 1.6 79.8 10.3 8.3 18.6 0.181 0.0823 2.726 30.3

051 P2-4 10.15 ～ 10.47 10.31 -4.38 2.8 埋土・砂質土 Hs 3.6 62.0 19.4 15.0 34.4 0.117 0.011 2.690 31.6

052 P3-1 3.15 ～ 3.45 3.30 1.14 4 埋土・砂質土 Hs 4.7 51.1 29.2 15.0 44.2 0.101 0.0111 2.683 32.8

053 P3-2 5.15 ～ 5.50 5.33 -0.89 4.3 埋土・砂質土 Hs 0.0 74.8 15.4 9.8 25.2 0.139 0.0305 2.709 30.2

058 P4-3 20.15 ～ 20.48 20.32 -4.50 10.9 埋土・砂質土 Hs 7.1 72.1 15.0 5.8 20.8 0.163 0.0666 2.712 23.1 1.108 1.515

059 P5-1 5.15 ～ 5.45 5.30 2.51 12 埋土・砂質土 Hs 13.9 55.7 16.7 13.7 30.4 0.162 0.019 2.640 22.3

060 P5-2 6.15 ～ 6.45 6.30 1.51 11 埋土・砂質土 Hs 20.4 72.7 6.9 0.287 0.145 2.722 24.7

061 P5-3 7.15 ～ 7.45 7.30 0.51 4 埋土・砂質土 Hs 0.5 43.5 39.9 16.1 56.0 0.0506 0.00917 2.664 40.7 1.165 1.582

062 P5-4 8.15 ～ 8.45 8.30 -0.49 4 埋土・砂質土 Hs 2.9 87.5 9.6 0.186 0.119 2.707 25.9

063 P5-5 11.15 ～ 11.50 11.33 -3.52 2.6 埋土・砂質土 Hs 3.2 50.2 31.3 15.3 46.6 0.0849 0.0103 2.687 30.7

064 P6-1 5.15 ～ 5.45 5.30 2.87 4 埋土・砂質土 Hs 14.9 73.1 5.5 6.5 12.0 0.241 0.119 2.712 19.8

065 P6-2 7.15 ～ 7.75 7.45 0.72 1 埋土・砂質土 Hs 1.3 46.9 39.6 12.2 51.8 0.0705 0.0151 2.673 37.1

068 P7-1 3.65 ～ 3.95 3.80 3.05 5 埋土・砂質土 Hs 20.9 67.7 5.7 5.7 11.4 0.188 0.116 2.707 25.3 1.161 1.580

069 P7-2 4.15 ～ 4.48 4.32 2.54 1.8 埋土・砂質土 Hs 8.3 68.2 16.9 6.6 23.5 0.152 0.0476 2.710 23.0

078 P8-1 4.15 ～ 4.50 4.33 2.21 5.1 埋土・砂質土 Hs 0.8 79.5 12.3 7.4 19.7 0.159 0.077 2.729 30.4 1.103 1.486

079 P8-2 5.15 ～ 5.45 5.30 1.23 3 埋土・砂質土 Hs 0.3 50.2 32.0 17.5 49.5 0.0765 0.00679 2.735 46.1

av 4.7 6.3 58.7 22.8 13.4 35.1 0.13478 0.04484 1.717 1.292 2.694 32.4 47.4 32.2 15.2 1.090 1.488

max 12 30.1 87.5 62.6 34.2 82.5 0.2870 0.1450 1.761 1.463 2.735 56.5 47.4 32.2 15.2 1.211 1.619

min 1 0.0 17.5 5.5 5.7 6.9 0.0216 0.0024 1.654 1.172 2.640 19.8 47.4 32.2 15.2 0.915 1.284

番号 試料 採取深さ 標高 N値 地  層  名 記号 礫  分 砂  分 ｼﾙﾄ分 粘土分 Fc D50 D20 湿潤密度 乾燥密度 土粒子の密度 自然含水比 液性限界 塑性限界 塑性指数 圧縮指数 圧密降伏応力

番号 中央(ｍ) A.P.(m) (％) (％) (％) (％) (％) (mm) (mm) ρt(g/cm3)  ρd(g/cm3) ρs(g/cm3) Wn(%) (%) (%) (%) 平均 Cc Pc(kN/m
2
) ρdmin(g/cm3) ρdmax(g/cm3)

015 S3-2 7.00 ～ 7.77 7.39 -2.95 埋土・粘性土 Hc 0.0 15.8 40.4 43.8 84.2 0.00705 1.548 0.872 2.634 78.9 80.8 39.6 41.2 69.5 85.0 77.3 0.66 108.0

023 S4-1 18.00 ～ 18.70 18.35 -2.53 埋土・粘性土 Hc 0.0 23.7 41.2 35.1 76.3 0.0171 1.717 1.149 2.687 49.5 58.7 34.1 25.6 179.0 165.0 172.0 0.54 274.0

042 P1-1 5.15 ～ 5.45 5.30 -1.31 4 埋土・粘性土 Hc 22.6 18.6 38.5 20.3 58.8 0.031 0.00482 2.634 38.4 61.5 31.0 30.5

056 P4-1 16.15 ～ 16.45 16.30 -0.48 3.9 埋土・粘性土 Hc 0.3 13.7 46.9 39.1 86.0 0.00868 0.00123 2.619 73.2 60.3 33.4 26.9

057 P4-2 17.15 ～ 17.51 17.33 -1.51 3.3 埋土・粘性土 Hc 0.8 19.9 49.0 30.3 79.3 0.0217 0.00125 2.653 44.5 51.2 31.0 20.2

av 3.7 4.7 18.3 43.2 33.7 76.9 0.01711 0.00243 1.633 1.011 2.645 56.9 62.5 33.8 28.9 124.6 0.60 191.0

max 4 22.6 23.7 49.0 43.8 86.0 0.0310 0.0048 1.717 1.149 2.687 78.9 80.8 39.6 41.2 179.0 0.66 274.0

min 3.3 0.0 13.7 38.5 20.3 58.8 0.0071 0.0012 1.548 0.872 2.619 38.4 51.2 31.0 20.2 69.5 0.54 108.0

番号 試料 採取深さ 標高 N値 地  層  名 記号 礫  分 砂  分 ｼﾙﾄ分 粘土分 Fc D50 D20 湿潤密度 乾燥密度 土粒子の密度 自然含水比 液性限界 塑性限界 塑性指数 圧縮指数 圧密降伏応力

番号 中央(ｍ) A.P.(m) (％) (％) (％) (％) (％) (mm) (mm) ρt(g/cm3)  ρd(g/cm3) ρs(g/cm3) Wn(%) (%) (%) (%) 平均 Cc Pc(kN/m
2
) ρdmin(g/cm3) ρdmax(g/cm3)

020 S3-7 24.00 ～ 24.85 24.43 -19.99 有楽町層・砂質土 Ys 2.3 74.9 13.2 9.6 22.8 0.284 0.0439 1.756 1.259 2.663 39.5

046 P1-5 11.15 ～ 11.50 11.33 -7.34 0.9 有楽町層・砂質土 Ys 5.3 54.5 22.9 17.3 40.2 0.109 0.00929 2.671 35.0 0.919 1.292

047 P1-6 12.15 ～ 12.50 12.33 -8.34 1.7 有楽町層・砂質土 Ys 6.2 60.3 18.1 15.4 33.5 0.128 0.0104 2.678 33.5

066 P6-3 9.15 ～ 9.45 9.30 -1.13 5 有楽町層・砂質土 Ys 5.4 79.8 8.9 5.9 14.8 0.161 0.0923 2.747 33.2

035 S6-4 15.50 ～ 16.25 15.88 -7.71 有楽町層・粘性土（砂質土） Ys 5.6 63.8 15.1 15.5 30.6 0.162 0.00963 1.825 1.362 2.717 34.0 42.5 26.8 15.7 59.5 76.8 68.2 0.30 122.0

070 P7-3 12.15 ～ 12.50 12.33 -5.48 2.6 有楽町層・砂質土 Ys 10.7 57.6 15.6 16.1 31.7 0.161 0.00977 2.693 30.8 32.9 23.2 9.7

071 P7-4 13.15 ～ 13.45 13.30 -6.45 6 有楽町層・砂質土 Ys 0.8 46.1 32.4 20.7 53.1 0.0597 0.00437 2.693 50.6 0.860 1.185

072 P7-5 14.15 ～ 14.45 14.30 -7.45 6 有楽町層・砂質土 Ys 0.2 43.7 34.3 21.8 56.1 0.0502 0.00329 2.644 48.7

073 P7-6 15.15 ～ 15.45 15.30 -8.45 8 有楽町層・砂質土 Ys 0.7 58.5 25.3 15.5 40.8 0.113 0.00979 2.648 39.7

080 P8-3 10.15 ～ 10.45 10.30 -3.77 6 有楽町層・砂質土 Ys 0.0 30.2 44.5 25.3 69.8 0.0358 0.00206 2.696 35.4 40.6 27.4 13.2

081 P8-4 11.15 ～ 11.45 11.30 -4.77 8 有楽町層・砂質土 Ys 0.3 73.3 17.3 9.1 26.4 0.127 0.0436 2.710 31.7 1.010 1.402

082 P8-5 12.15 ～ 12.49 12.32 -5.79 4.4 有楽町層・砂質土 Ys 16.0 51.1 14.4 18.5 32.9 0.163 0.00653 2.742 25.4

av 4.9 4.5 57.8 21.8 15.9 37.7 0.12948 0.02041 1.791 1.311 2.692 36.5 38.7 25.8 12.9 0.930 1.293

max 8 16.0 79.8 44.5 25.3 69.8 0.2840 0.0923 1.825 1.362 2.747 50.6 42.5 27.4 15.7 1.010 1.402

min 0.9 0.0 30.2 8.9 5.9 14.8 0.0358 0.0021 1.756 1.259 2.644 25.4 32.9 23.2 9.7 0.860 1.185

番号 試料 採取深さ 標高 N値 地  層  名 記号 礫  分 砂  分 ｼﾙﾄ分 粘土分 Fc D50 D20 湿潤密度 乾燥密度 土粒子の密度 自然含水比 液性限界 塑性限界 塑性指数 圧縮指数 圧密降伏応力

番号 中央(ｍ) A.P.(m) (％) (％) (％) (％) (％) (mm) (mm) ρt(g/cm3)  ρd(g/cm3) ρs(g/cm3) Wn(%) (%) (%) (%) 平均 Cc Pc(kN/m
2
) ρdmin(g/cm3) ρdmax(g/cm3)

09 S2-2 15.00 ～ 15.85 15.43 -9.50 有楽町層・粘性土（砂質土） Ysc 1.5 14.9 42.3 41.3 83.6 0.0104 1.647 1.058 2.678 55.8 65.9 33.2 32.7 139.0 113.0 126.0 0.78 205.0

017 S3-4 11.00 ～ 11.85 11.43 -6.99 有楽町層・粘性土（砂質土） Ysc 0.8 3.6 49.2 46.4 95.6 0.00617 1.568 0.926 2.600 69.4 81.9 43.6 38.0 152.0 149.0 150.5 0.83 179.0

055 P3-4 12.15 ～ 12.52 12.34 -7.90 1.6 有楽町層・粘性土（砂質土） Ysc 4.7 57.2 19.9 18.2 38.1 0.113 0.00693 2.658 37.0 34.9 23.5 11.4

av 1.6 2.3 25.2 37.1 35.3 72.4 0.04319 0.00693 1.608 0.992 2.645 54.1 60.9 33.4 27.4 138.3 0.81 192.0

max 1.6 4.7 57.2 49.2 46.4 95.6 0.1130 0.0069 1.647 1.058 2.678 69.4 81.9 43.6 38.0 152.0 0.83 205.0

min 1.6 0.8 3.6 19.9 18.2 38.1 0.0062 0.0069 1.568 0.926 2.600 37.0 34.9 23.5 11.4 113.0 0.78 179.0

番号 試料 採取深さ 標高 N値 地  層  名 記号 礫  分 砂  分 ｼﾙﾄ分 粘土分 Fc D50 D20 湿潤密度 乾燥密度 土粒子の密度 自然含水比 液性限界 塑性限界 塑性指数 圧縮指数 圧密降伏応力

番号 中央(ｍ) A.P.(m) (％) (％) (％) (％) (％) (mm) (mm) ρt(g/cm3)  ρd(g/cm3) ρs(g/cm3) Wn(%) (%) (%) (%) 平均 Cc Pc(kN/m
2
) ρdmin(g/cm3) ρdmax(g/cm3)

01 S1-1 10.00 ～ 10.85 10.43 -6.44 有楽町層・粘性土 Yc 0.8 25.0 37.7 36.5 74.2 0.011 1.698 1.119 2.643 52.2 57.8 30.4 27.4 49.2 36.7 43.0 0.56 89.0

02 S1-2 15.00 ～ 15.85 15.43 -11.44 有楽町層・粘性土 Yc 0.1 6.3 48.7 44.9 93.6 0.00672 0.00136 1.552 0.888 2.616 74.7 76.4 41.3 35.1 110.0 114.0 112.0 0.96 134.0

03 S1-3 18.00 ～ 18.85 18.43 -14.44 有楽町層・粘性土 Yc 0.5 42.5 26.2 30.8 57.0 0.0436 0.00118 1.650 1.050 2.647 57.1 60.7 37.8 22.9 85.4 78.1 81.8 0.63 145.0

04 S1-4 21.00 ～ 21.85 21.43 -17.44 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 6.9 40.7 52.4 93.1 0.00459 0.00116 1.452 0.728 2.598 99.4 102.8 52.3 50.5 134.0 127.0 130.5 1.09 155.0

05 S1-5 24.00 ～ 24.85 24.43 -20.44 有楽町層・粘性土 Yc 0.6 0.8 32.0 66.6 98.6 0.00178 1.408 0.657 2.563 114.4 125.3 66.4 58.9 153.0 174.0 163.5 1.43 205.0

06 S1-6 27.00 ～ 27.85 27.43 -23.44 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 1.6 35.2 63.2 98.4 0.00227 1.428 0.696 2.563 105.1 118.4 62.9 55.5 179.0 180.0 179.5 1.36 209.0

07 S1-7 32.00 ～ 32.60 32.30 -28.31 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 2.5 32.9 64.6 97.5 0.00216 1.476 0.766 2.585 92.7 111.1 59.4 51.7 212.0 205.0 208.5 1.11 265.0

08 S2-1 11.00 ～ 11.85 11.43 -5.50 有楽町層・粘性土 Yc 0.4 15.8 60.8 23.0 83.8 0.0283 0.00327 1.792 1.258 2.676 42.5 42.5 28.5 14.0 94.4 89.6 92.0 0.39 238.0

010 S2-3 20.00 ～ 20.90 20.45 -14.52 有楽町層・粘性土 Yc 0.4 7.2 48.0 44.4 92.4 0.00737 1.603 0.964 2.627 66.4 75.4 40.8 34.6 148.0 148.0 148.0 0.78 191.0

011 S2-4 25.00 ～ 25.90 25.45 -19.52 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 3.9 37.9 58.2 96.1 0.00364 1.422 0.680 2.575 109.2 118.9 61.8 57.1 199.0 196.0 197.5 1.49 265.0

012 S2-5 30.00 ～ 30.80 30.40 -24.47 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 0.5 28.5 71.0 99.5 1.454 0.731 2.561 99.0 113.3 59.3 54.0 264.0 264.0 264.0 1.35 298.0

013 S2-6 34.00 ～ 34.80 34.40 -28.47 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 32.2 27.3 40.5 67.8 0.0125 1.629 1.054 2.594 54.6 75.3 42.7 32.6 279.0 256.0 267.5 1.01 434.0

018 S3-5 15.00 ～ 15.85 15.43 -10.99 有楽町層・粘性土 Yc 0.1 9.2 50.5 40.2 90.7 0.00878 1.701 1.141 2.607 49.1 62.4 33.8 28.6 78.7 74.9 76.8 0.67 150.0

019 S3-6 19.00 ～ 19.85 19.43 -14.99 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 1.4 52.5 46.2 98.7 0.0065 1.555 0.905 2.571 71.7 87.4 45.9 41.5 151.0 135.0 143.0 0.91 194.0

021 S3-8 29.00 ～ 29.85 29.43 -24.99 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 0.9 37.0 62.1 99.1 0.00223 1.444 0.739 2.512 95.4 113.3 63.9 49.4 228.0 248.0 238.0 1.28 298.0

022 S3-9 33.50 ～ 34.50 34.00 -29.56 有楽町層・粘性土 Yc 8.0 26.5 30.8 34.7 65.5 0.0165 1.533 0.933 2.656 64.4 97.5 57.3 40.2 217.0 190.0 203.5 0.72 457.0

024 S4-2 22.00 ～ 22.90 22.45 -6.63 有楽町層・粘性土 Yc 0.4 5.0 53.8 40.8 94.6 0.00844 1.727 1.158 2.662 49.2 61.1 31.4 29.7 166.0 165.0 165.5 0.55 316.0

025 S4-3 26.00 ～ 26.90 26.45 -10.63 有楽町層・粘性土 Yc 1.0 12.9 42.8 43.3 86.1 0.00783 1.626 1.010 2.663 61.1 69.1 36.2 32.9 135.0 160.0 147.5 0.59 307.0

026 S4-4 30.00 ～ 30.90 30.45 -14.63 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 6.6 48.7 44.8 93.5 0.00768 1.605 0.974 2.645 64.8 71.3 41.1 30.2 151.0 151.0 151.0 0.83 211.0

027 S4-5 35.00 ～ 35.90 35.45 -19.63 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 2.1 29.7 68.2 97.9 0.00151 1.434 0.717 2.618 100.1 113.0 59.1 53.9 199.0 175.0 187.0 1.18 290.0

028 S5-1 13.00 ～ 13.85 13.43 -5.62 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 3.8 56.9 39.3 96.2 0.0104 1.707 1.138 2.650 50.1 58.2 30.4 27.8 104.0 94.0 99.0 0.50 173.0

029 S5-2 16.00 ～ 16.85 16.43 -8.62 有楽町層・粘性土 Yc 1.7 28.8 32.6 36.9 69.5 0.0136 1.715 1.151 2.669 49.6 58.4 31.3 27.1 98.4 86.2 92.3 0.77 178.0

030 S5-3 19.00 ～ 19.85 19.43 -11.62 有楽町層・粘性土 Yc 0.8 27.6 33.0 38.6 71.6 0.0159 1.629 1.010 2.669 61.4 71.6 36.2 35.4 92.3 92.7 92.5 0.75 192.0

031 S5-4 26.00 ～ 26.85 26.43 -18.62 有楽町層・粘性土 Yc 0.3 4.7 36.8 58.2 95.0 0.00332 1.468 0.746 2.617 96.9 108.0 57.1 50.9 164.0 158.0 161.0 1.04 294.0

033 S6-2 8.00 ～ 8.85 8.43 -0.26 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 7.7 45.9 46.4 92.3 0.00629 1.544 0.866 2.663 78.3 62.9 38.3 24.6 55.3 61.6 58.5 0.85 78.3

034 S6-3 10.50 ～ 11.35 10.93 -2.76 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 4.4 64.0 31.6 95.6 0.0184 0.00127 1.719 1.145 2.674 50.2 41.5 27.5 14.0 93.2 83.7 88.5 0.39 163.0

038 S7-1 6.00 ～ 6.85 6.43 0.43 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 19.0 42.9 38.1 81.0 0.0186 1.646 1.054 2.656 56.3 42.0 26.8 15.2 37.0 39.3 38.2 0.23 132.0

039 S7-2 11.00 ～ 11.85 11.43 -4.58 有楽町層・粘性土 Yc 9.1 27.7 38.4 24.8 63.2 0.0311 0.00263 1.755 1.199 2.682 46.7 40.1 26.2 13.9 59.5 67.3 63.4 0.54 133.0

040 S8-1 6.00 ～ 6.85 6.43 0.11 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 12.2 41.7 46.1 87.8 0.00646 1.646 1.027 2.657 60.4 51.6 30.9 20.7 44.3 43.1 43.7 0.73 67.6

041 S8-2 8.00 ～ 8.85 8.43 -1.90 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 5.7 48.6 45.7 94.3 0.0699 1.605 0.964 2.662 66.5 68.5 35.7 32.8 52.0 51.4 51.7 0.60 88.8

054 P3-3 9.15 ～ 9.45 9.30 -4.86 1 有楽町層・粘性土 Yc 0.0 7.1 62.8 30.1 92.9 0.0182 0.00198 2.632 46.0 49.3 31.4 17.9

067 P6-4 13.15 ～ 13.45 13.30 -5.13 1 有楽町層・粘性土 Yc 3.9 43.7 31.9 20.5 52.4 0.0551 0.00469 2.644 42.3 34.8 22.9 11.9

av 1 0.9 12.6 41.8 44.8 86.6 0.01454 0.00219 1.587 0.949 2.627 69.6 76.2 42.1 34.2 133.0 0.84 211.7

max 1 9.1 43.7 64.0 71.0 99.5 0.0699 0.0047 1.792 1.258 2.682 114.4 125.3 66.4 58.9 279.0 1.49 457.0

min 1 0.0 0.5 26.2 20.5 52.4 0.0015 0.0012 1.408 0.657 2.512 42.3 34.8 22.9 11.9 36.7 0.23 67.6

番号 試料 採取深さ 標高 N値 地  層  名 記号 礫  分 砂  分 ｼﾙﾄ分 粘土分 Fc D50 D20 湿潤密度 乾燥密度 土粒子の密度 自然含水比 液性限界 塑性限界 塑性指数 圧縮指数 圧密降伏応力

番号 中央(ｍ) A.P.(m) (％) (％) (％) (％) (％) (mm) (mm) ρt(g/cm3)  ρd(g/cm3) ρs(g/cm3) Wn(%) (%) (%) (%) 平均 Cc Pc(kN/m
2
) ρdmin(g/cm3) ρdmax(g/cm3)

036 S6-5 18.50 ～ 19.45 18.98 -10.81 江戸川層・砂質土 Es 0.5 82.2 8.6 8.7 17.3 0.144 0.838 1.674 1.232 2.698 35.9 0.972 1.316

074 P7-7 16.15 ～ 16.45 16.30 -9.45 8 江戸川層・砂質土 Es 3.9 66.4 20.1 9.7 29.8 0.145 0.0284 2.647 32.9 1.043 1.412

075 P7-8 17.15 ～ 17.45 17.30 -10.45 7 江戸川層・砂質土 Es 7.9 71.6 14.2 6.3 20.5 0.175 0.0723 2.668 36.8

076 P7-9 18.15 ～ 18.45 18.30 -11.45 18 江戸川層・砂質土 Es 0.3 74.2 17.6 7.9 25.5 0.139 0.0525 2.63

.68

4 37.7

077 P7-10 19.15 ～ 19.45 19.30 -12.45 29 江戸川層・砂質土 Es 0.0 83.4 11.2 5.4 16.6 0.145 0.085 2 7 30.5

083 P8-6 13.15 ～ 13.45 13.30 -6.77 10 江 7 0.00546 2.711 48.5 54.6 35.2 19.4

084 P8-7 14.15 ～ 14.45 14.30 -7.77 16 江 4 0.00727 2.708 42.5 0.872 1.192

085 P8-8 6.15 ～ 16.45 16.30 -9.77 23 江戸川層・砂質土 Es 0.1 90.3 9.6 0.26 0.145 2.687 27.9

086 P8-9 5 ～ 18.45 18.30 -11.77 28 江戸川層・砂質土 Es 0.0 66.5 22.9 10.6 33.5 0.117 0.0231 2.705 33.0

av 17.4 2.3 69.3 19.1 10.5 28.5 0.14174 0.13967 1.674 1.232 2.683 36.2 54.6 35.2 19.4 0.962 1.307

max 29 7.9 90.3 42.4 19.1 61.5 0.2600 0.8380 1.674 1.232 2.711 48.5 54.6 35.2 19.4 1.043 1.412

min 7 0.0 37.8 8.6 5.4 9.6 0.0367 0.0055 1.674 1.232 2.634 27.9 54.6 35.2 19.4 0.872 1.192

番号 試料 採取深さ 標高 N値 地  層  名 記号 礫  分 砂  分 ｼﾙﾄ分 粘土分 Fc D50 D20 湿潤密度 乾燥密度 土粒子の密度 自然含水比 液性限界 塑性限界 塑性指数 圧縮指数 圧密降伏応力

番号 中央(ｍ) A.P.(m) (％) (％) (％) (％) (％) (mm) (mm) ρt(g/cm3)  ρd(g/cm3) ρs(g/cm3) Wn(%) (%) (%) (%) 平均 Cc Pc(kN/m
2
) ρdmin(g/cm3) ρdmax(g/cm3)

037 S6-6 22.50 ～ 23.25 22.88 -14.71 江戸川層・粘性土 Ec 1.6 39.1 40.9 18.4 59.3 0.0586 0.00666 1.808 1.287 2.686 40.5 46.3 36.5 9.8 1313.0 1488.0 1400.5 0.65 3415.0

GL-(m) qu(kN/m2)

試料採取深さ 一軸圧縮強さ

GL-(m) qu(kN/m2)

9.6

砂の最小最大密度

GL-(m) qu(kN/m2)

試料採取深さ 一軸圧縮強さ 砂の最小最大密度

砂の最小最大密度

GL-(m) qu(kN/m2)

試料採取深さ 一軸圧縮強さ 砂の最小最大密度

GL-(m) qu(kN/m2)

試料採取深さ 一軸圧縮強さ

砂の最小最大密度

GL-(m) qu(kN/m2)

試料採取深さ 一軸圧縮強さ 砂の最小最大密度

9.6

試料採取深さ 一軸圧縮強さ

試料採取深さ 一軸圧縮強さ

砂の最小最大密度

GL-(m) qu(kN/m2)

6.9

戸川層・砂質土 Es 0.7 37.8 42.4 19.1 61.5 0.036

戸川層・砂質土 Es 7.1 50.9 25.4 16.6 42.0 0.11

1

18.1



 

4.5.2 力学試験 

ここでは、一軸圧縮試験と圧密試験の結果についてまとめて述べる。 

表 4.5.3に今回の力学試験結果を地層ごとにまとめたものを示す。 

 

表4.5.3 力学試験結果一覧表 

孔番号
試料
番号

地層名
（記号）

一軸圧縮強さ
qu

(kN/m2)

変形係数
E50

(MN/m2)

圧密降伏応
力
Pc

(kN/m2)

圧縮指数
Cc

備
考

No.3 S3-2 7.00～ 7.77 77.3 6.58 108.0 0.66

No.4 S4-1 18.00～ 18.70 172.0 11.33 274.0 0.54

No.2 S2-2 15.00～ 15.85 126.0 8.20 205.0 0.78

No.3 S3-4 11.00～ 11.85 150.5 13.60 179.0 0.83

S1-1 10.00～ 10.85 43.0 3.79 89.0 0.56

S1-2 15.00～ 15.85 112.0 9.37 134.0 0.96

S1-3 18.00～ 18.85 81.8 8.17 145.0 0.63

S1-4 21.00～ 21.85 130.5 8.46 155.0 1.09

S1-5 24.00～ 24.85 163.5 12.00 205.0 1.43

S1-6 27.00～ 27.85 179.5 13.65 209.0 1.36

S1-7 32.00～ 32.60 208.5 12.45 265.0 1.11

S2-1 11.00～ 11.85 92.0 6.60 238.0 0.39

S2-3 20.00～ 20.90 148.0 11.40 191.0 0.78

S2-4 25.00～ 25.90 197.5 16.20 265.0 1.49

S2-5 30.00～ 30.80 264.0 19.00 298.0 1.35

S2-6 34.00～ 34.80 267.5 14.35 434.0 1.01

S3-5 15.00～ 15.85 76.8 5.41 150.0 0.67

S3-6 19.00～ 19.85 143.0 13.60 194.0 0.91

S3-8 29.00～ 29.85 238.0 18.70 298.0 1.28

S3-9 33.50～ 34.50 203.5 6.49 457.0 0.72

S4-2 22.00～ 22.90 165.5 9.01 316.0 0.55

S4-3 26.00～ 26.90 147.5 6.92 307.0 0.59

S4-4 30.00～ 30.90 151.0 11.90 211.0 0.83

S4-5 35.00～ 35.90 187.0 14.05 290.0 1.18

S5-1 13.00～ 13.85 99.0 5.49 173.0 0.50

S5-2 16.00～ 16.85 92.3 4.72 178.0 0.77

S5-3 19.00～ 19.85 92.5 6.55 192.0 0.75

S5-4 26.00～ 26.85 161.0 8.03 294.0 1.04

S6-2 8.00～ 8.85 58.5 4.51 78.3 0.85

S6-3 10.50～ 11.35 88.5 6.43 163.0 0.39

S7-1 6.00～ 6.85 38.2 1.64 132.0 0.23

S7-2 11.00～ 11.85 63.4 3.13 133.0 0.54

S8-1 6.00～ 6.85 43.7 1.85 67.6 0.73

S8-2 8.00～ 8.85 51.7 1.59 88.8 0.60

No.6 S6-4 Ys 15.50～ 16.25 68.2 4.19 122.0 0.30

No.6 S6-6 Ec 22.50～ 23.25 1400.5 227.50 3415.0 0.65

No.7

6
街
区

7
街
区

5
街
区No.8

試料採取深さ
GL-(m)

No.1

No.2

No.3

Hc

Ysc

Yc

No.4

No.5

No.6

 

(1)一軸圧縮強さ（qu） 

 図 4.5.6に一軸圧縮強さと標高の相関図、図4.5.7に一軸圧縮強さと深さの相関図を示

す。 

これらの図や表4.5.2で明らかなように、沖積層・有楽町層の粘性土層Ycの一軸圧縮強
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さ quは、各街区で特性が異なっている。 

 は Yc層上部の

強 よりも高い盛土が

所で施されて、地盤上部に分布する粘性土の強度が増加したためと考えられる。7 街区

にくらべ盛土高が低い6街区 ないと考えられる。 

 また、5街区には、沖積層・有楽町層の粘性土層Ycの最上部に相当する部分のみが分布

しており、一軸圧縮強さは小さい値を示しているが、強度増加の有無は明確ではない。 

 なお、図4.5.6、図4.5.7には、強度増加が他地点にくらべ進行していないNo.1地点の

Yc 層の一軸圧縮強さ qu と標高や深さとの近似曲線（線形）を示した。その近似曲線を示

すと次のとおりである。 

   ・No.1地点 Yc層 

qu=-7.48･h+ 1.03  (kN/m2)；hは標高(A.P. m） 

qu= 7.48･z-28.80  (kN/m2)；zは深さ(m) 

 

(2)圧密特性 

 圧密降伏応力Pcと標高、深さの相関を図4.5.8、図 4.5.9に示す。これらの図には、地

盤高の異なる No.1 地点(A.P.+3.99m)、No.2 地点(A.P.+5.93m)、No.4 地点(A.P.+15.82m)

の 3地点の現状の有効土被り圧を示す曲線もあわせて示した。 

 現状の地盤高（盛土高）の最も低い No.1 地点の Yc 層の圧密降伏応力 Pc は、A.P.-18m

（深さ22ｍ）付近まではほぼ現状の有効土被り圧と同じ状態にあり、現状では「正規圧密

状態」にあることがわかる。No.1地点のYc層の A.P.-18m（深さ22ｍ）以深は、「過圧密

状態」にある。 

 周辺地盤より 2ｍ程度高く盛土されている旧ガスの科学館敷地で実施したボーリング

No.2地点については、現状の有効土被り圧との比較では、Yc層の上部も下部も過圧密状態

にあるが、A.P.-15m付近は、正規圧密状態となっている。これは、No.2地点付近で過去に

現状より大きな荷重（盛土荷重等）が加わっていた可能性を示しており、A.P.-15m付近に

ついては、圧密の進行が遅れて、現状の有効土被り圧程度まで圧密が進行したことを示し

ているものと考えられる。 

 No.4地点は、調査地で最も高い盛土がなされている地点でYc層上部の圧密降伏応力Pcが

最も大きな値を示している地点である。本地点のYc層上部のPcは、高盛土された現状の有

効土被り圧程度にまで達しており、No.1地点の同レベルと比べると200kN/m2くらい大きな

Pcを示している。ただし、A.P.-15m付近の圧密降伏応力Pcについては、No.2地点とほぼ同

様な値を示しており、高盛土による圧密の進行がこのレベルには及んでいないことを示し

ている。 

5 街区の A.P.-5m 以浅に分布する Yc 層の圧密降伏応力 Pc は、ややバラツキが認められ

るものの、正規圧密状態から一部、過圧密な状態にある。 

曲線で示される圧密曲線の勾配を表す圧縮指数 Cc の標高分布を

図に示されるように、調査地の上部A.P.-15m付近までは、圧縮指数Ccにバラツキ

が

6街区では、全般に深さが増すにつれて強度も増加しているが、7街区で

度が強く、深さとの相関は明確ではない。これは、7 街区では 6 街区

各

ではあまり強度増加が進行してい

図 4.5.10 は、e－logP

示した図である。 

この

認められ、概ね 1.0 以下の値となっているが、A.P.-15m 以深の Cc は 1.0 以上を示し、

 42



 

A.P.-20m付近をピークにその下部でまたCcの低下を示している。 

-15m 以浅と A.P.-15m 以深に分けてこれらの曲線を整理した図

 

 

圧縮指数Ccは、砂分など粗粒分の含有量とも関係があり、粗粒分を含む土のCcは小さ

い値を示す。調査地においてもA.P.-15m 付近までは、砂分の混入が多い部分では、20％～

40％の粗粒分が見られ（図4.5.5参照）、その影響でCcにバラツキが生じているものと判

断される。 

 

 図 4.5.11～図4.5.13には、今回の圧密試験で得られたe-logP曲線、Cv-P関係図、ｍv-P

関係図を5街区、6街区、7街区ごとにまとめて示した。 

また、上述のとおりA.P.-15m付近を境にこれらの曲線の特徴が変化し、土性が異なって

いることを考慮して、A.P.

をあわせて示した。 
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図4.5.6 一軸圧縮強さと標高の相関 

直線はNo.1地点のYc層の近似曲線（qu=-7.48･h+1.03；hは標高） 
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図4.5.7 一軸圧縮強さと深さの相関 

直線はNo.1地点のYc層の近似曲線（qu=7.48･z-28.80；zは深さ） 
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図 4.5.8 圧密降伏応力Pcと標高の相関 

直線はNo 被り圧 

 

.1地点、No.2地点、No.4地点の有効土
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図 4.5.9 圧密降伏応力Pcと深さの相関 

直線は  No.1地点、No.2地点、No.4地点の有効土被り圧

 47



 

-35

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0

5
0.00 0.20 0.40 0.60 0.80 1.00 1.20 1.40 1.60 1.80 2.00

圧縮指数Ｃｃ
A
.P
.(
ｍ
)

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

No.6

No.7

No.8

 
図4.5.10 圧縮指数Ｃｃと標高の相関 
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図4.5.11 街区ごとにまとめたe-logP曲線 

およびA.P.-15m以浅の地層のe-logP曲線と 

A.P.-15m以深のYc層のe-logP曲線 



 

 50

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.0 10.0 100.0 1000.0 10000

平均圧密圧力Ｐ(kN/㎡）

圧
密
係
数
Ｃ
v(
㎝
2
/
d)

Yc S7-1

Yc S7-2

Yc S8-1

Yc S8-2

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.0 10.0 100.0 1000.0 10000.0

平均圧密圧力Ｐ(kN/㎡）

圧
密
係
数
Ｃ
v(
㎝
2
/
d)

Hc S4-1

Yc S4-2

Yc S4-3

Yc S4-4

Yc S4-5

Yc S5-1

Yc S5-2

Yc S5-3

Yc S5-4

Yc S6-2

Yc S6-3

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.0 10.0 100.0 1000.0 10000.0

平均圧密圧力Ｐ(kN/㎡）

圧
密
係
数
Ｃ
v(
㎝
2
/
d)

Yc S1-1 Yc S1-2

Yc S1-3 Yc S1-4

Yc S1-5 Yc S1-6

Yc S1-7 Yc S2-1

Ysc S2-2 Yc S2-3

Yc S2-4 Yc S2-5

Yc S2-6 Hc S3-2

Ysc S3-4 Yc S3-5

Yc S3-6 Yc S3-8

Yc S3-9

5街区7街区6街区

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.0 10.0 100.0 1000.0 10000.0

平均圧密圧力Ｐ(kN/㎡）

圧
密
係
数
Ｃ
v(
㎝
2
/
d)

Yc S1-4 Yc S1-5

Yc S1-6 Yc S1-7

Yc S2-4 Yc S2-5

Yc S2-6 Yc S3-8

Yc S3-9 Yc S4-5

Yc S5-4

1.E+01

1.E+02

1.E+03

1.E+04

1.0 10.0 100.0 1000.0 10000.0

平均圧密圧力Ｐ(kN/㎡）

圧
密
係
数
Ｃ
v(
㎝
2
/
d)

Yc S1-1 Yc S1-2 Yc S1-3 Yc S2-1 Ysc S2-2

Yc S2-3 Hc S3-2 Ysc S3-4 Yc S3-5 Yc S3-6

Hc S4-1 Yc S4-2 Yc S4-3 Yc S4-4 Yc S5-1

Yc S5-2 Yc S5-3 Yc S6-2 Yc S6-3 Ys S6-4

Yc S7-1 Yc S7-2 Yc S8-1 Yc S8-2

A.P.-15m以浅の各層 A.P.-15m以深のYc層

図4.5.12 街区ごとにまとめたCv-P関係図 

およびA.P.-15m以浅の地層のCv-P関係図と 

A.P.-15m以深のYc層のCv-P関係図 
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図4.5.13 街区ごとにまとめたｍv-P関係図 

およびA.P.-15m以浅の地層のｍv-P関係図と 

-P関係図 A.P.-15m以深のYc層のｍv
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4.5.3 動的試験 

 調査地の地盤の液状化特性と動的変形特性を求めるために、No3地点とNo.6地点で採取

した試料を用いて、土の繰返し非排水三軸試験と中空円筒供試体を用いた土の繰返しねじ

りせん断試験を実施した。なお、No.3地点とNo.6地点ではＰＳ検層も実施している。 

 各試験の結果は、巻末の土質試験データシートに示すとおりである。ここでは、各デー

タをまとめて特徴を述べる。 

 

(1)液状化強度比 

 土の繰返し非排水三軸試験の結果の詳細は、巻末のデータシートに示すとおりであるが、

ここでは試験で得られたデータのうち液状化強度に関連する事項を表4.5.4にまとめて示

す。 

表4.5.4 土の繰返し非排水三軸試験結果一覧表 

細粒分
含有率

平均
粒径

均等
係数

湿潤
密度

Ｄ50 Ｕc 

Ｆc(%) (㎜) DA=10% Ｎu95
>200 174
146 64.2
86.0 41.8
8.84 3.45
77.0 22.8
12.8 4.37
27.2 30.0
59.2 22.1
21.5 12.3
31.0 21.5
50.8 35.1
8.06 9.00
106 95.9

0.271

繰返し載荷回数
採取深度

(GL-m)

液状化
強度比
Ｒl

(DA=5%)

0.312

0.330

0.232

0.0967

地層
記号

試料
番号

S3-3

S6-1

41.3

Hs

Ys S6-4

5.004.00 ～S3-1

8.00

6.00

15.50

9.00

6.80

16.25

～

～

～

39.7

28.5

30.6

0.112

0.151

0.162

繰返し
応力

79.3

79.0

-

101

ρt

(g/㎝
3
) DA=1% DA=2% DA=5%
0.252 80.9 177 >200
0.350 13.7 45.0 95.2
0.282 28.8 37.2 51.5
0.389 0.29 0.58 2.69
0.300 19.0 33.1 61.8
0.395 0.53 1.12 5.2
0.350 0.54 1.44 9.91
0.249 9.87 14.3 23.9
0.299 6.89 9.26 13.5
0.199 14.5 18.1 22.1
0.251 16.0 26.3 39.6
0.342 1.91 3.15 4.02
0.200 25.0 74.9 94.2

振幅比

1.735

1.761

1.825

1.654

 

 表に示すように、Hs層の液状化強度比Ｒl 0回）は、No.3

地点とNo.6地点で異なり、No.3地点は0 0.23とより小

さい値となっており、場所により液状化 。 

 また、Ys 層は、No.6 地点で 1 箇 比Ｒl=0.27 と

小さい値を示している。 

 

(2)動的変形特性 

 地震応答解析に用いるデータとして、N 対象に土の

繰返ねじりせん断試験を実施し、動的変

図4.5.14、図 4.5.15に No.3地点、No. 動的変形特

性をまとめて示す。 

表 4.5.5には、土の繰返しせん断試験か た剛性率

をまとめて示した。 

 土質試験から求めた初期剛性率とPS は、一部、地

表近くの埋土Hs層や Hc層、洪積地盤の があるが、

沖積層の粘性土層Ycでは両者の値に差 層の初期剛性率は、

PS 検層から求めた剛性率より小さい値 で差が顕著に出て

いる。この原因は明確ではないが、試料採取時の応力解放や乱れの影響が考えられる。 

（DA=5%、繰返し載荷回数Nc=2

.31～0.33を示すが、No.6地点は

特性が異なっている可能性を示している

所試験をおこなっているが、液状化強度

o.3 地点と No.6 地点の各層の試料を

形特性を求めた。 

6地点の繰返しせん断試験で得られた

ら求めた初期剛性率とPS検層より求め

検層で求めたVsから算定した剛性率

Eｃ層、Es層で異なった値を示す部分

が少ない。洪積地盤のEc層やEs

を示しており、特に粘性土層 Ec
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表4.5.5 土の繰返しせん断試験から求めた初期剛性率とPS検層より求めた剛性率 

孔番号 採取標高 記号 Fc 湿潤密度 相対密度

中央
(A.P.m)

(％)
ρt

(g/cm
3
)

Ｄr

S3-1 4.00 ～ 5.00 -0.06 Hs 41.3 1.654 76.303 0.312 29.24 23.8

S3-2 7.00 ～ 7.77 -2.95 Hc 84.2 1.548 54.46 22.3

S3-3 8.00 ～ 9.00 -4.06 Hs 39.7 1.735 69.176 0.330 33.61 34.0

S3-4 11.00 ～ 11.85 -6.99 Ysc 95.6 1.568 27.16 40.1

S3-5 15.00 ～ 15.85 -10.99 Yc 90.7 1.701 33.56 28.7

S3-6 19.00 ～ 19.85 -14.99 Yc 98.7 1.555 27.81 26.3

S3-7 24.00 ～ 24.85 -19.99 Ys 22.8 1.756 83.75 63.4

S3-8 29.00 ～ 29.85 -24.99 Yc 99.1 1.444 30.03 28.3

S3-9 33.50 ～ 34.50 -29.56 Yc 65.5 1.533 41.20 30.0

S6-1 6.00 ～ 6.80 1.77 Hs 28.5 1.761 68.351 0.232 59.41 29.8

11.58 18.7

25.83 33.7

0.271 55.75 59.1

80.735 80.34 140.8

119.26 350.0

No.2

試料
番号

PS検層より求
めた剛性率G

(=ρt・Vs
2
)

(MN/m
2
)

初期剛性率

G0

(MN/m
2
)

試料採取深さ 液状化
強度比

Rl
GL-(m)

No.1

S6-2 8.00 ～ 8.85 -0.26 Yc 92.3 1.544

S6-3 10.50 ～ 11.35 -2.76 Yc 95.6 1.719

S6-4 15.58 ～ 16.25 -7.71 Ys 30.6 1.825

S6-5 18.50 ～ 19.45 -10.81 Es 17.3 1.674

S6-6 22.50 ～ 23.25 -14.71 Ec 59.3 1.808
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図4.5.14 No.3地点の動的変形特性一覧（G/G0～γ、h～γ関係図） 
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図4.5.15 No.6地点の動的変形特性一覧（G/G0～γ、h～γ関係図） 
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